
い ず も（１） 第232 令和２年

作 成 出雲駐屯地

広 報 室

出
雲
駐
屯
地
は
、
４
月
12
日
（
日
）
濱
田
護
国
神
社
慰
霊
大
祭
に
協
力
い
た
し
ま
し
た
。

行
事
で
は
、
出
雲
駐
屯
地
ら
っ
ぱ
隊
が
英
霊
対
し
「
追
悼
の
譜

国
の
鎮
め
」
を
捧
げ
、

参
列
者
一
同
が
黙
祷
に
よ
り
我
が
国
の
平
和
に
願
い
を
込
め
ま
し
た
。

濱田護国神社慰霊大祭



い ず も 令和２年

団 戦 技 競 技 会
第３０４施設隊は令和元年度第４施設団戦技競技会において、隊対抗の部で

総合優勝を果たしました。

▲優勝後の記念撮影

▲ 協力して完走

▲全員で競う個人走 ▲柔剣道・手に汗握る試合

▲ チームで激走！
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い ず も 令和２年

旅 団 戦 技 競 技 会
第１３偵察隊は令和元年度旅団戦技競技会において総合の部で第２位の成績を

収めました。

▲レコナイザーにエールを受ける第１３後方支援隊 ▲ 泥まみれになりながら担架を搬送

▲ 気迫十分 格闘競技会 ▲
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い ず も 令和２年

出
雲
駐
屯
地
【
レ
コ
ナ
イ
ザ
ー
】
が
板
妻
駐
屯
地
【
イ
タ
ヅ
マ
ン
】
と
コ
ラ
ボ
し
ま
し
た
。

部 隊 交 流

▲ 左レコナイザー 右イタヅマン ▲ 記念撮影する出雲駐屯地司令と板妻駐屯地司令

南
海
レ
ス
キ
ュ
ー
01
（
方
面
隊
災
害
対
処
演
習
）
に
合
わ
せ
、
護
衛
艦
い
ず
も
と
交
流
を
行
い

ま
し
た
。

護衛艦いずも艦長
１等海佐 本山 勝善

出雲駐屯地司令
２等陸佐 中谷 一雄
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い ず も 令和２年

地 域 交 流

出雲駐屯地は、１月２０日（月）出雲市

佐田町校長会の駐屯地見学に協力しました。

佐田町内各学校校長先生等に自衛隊の概

況説明・装備品説明・救急法展示・資料館

見学及び体験喫食をして頂きました。

普段直接見聞き出来ない分野への見学と

いう事もあり、皆様「見聞を広めれた」

「学習に役立てたい」と喜んでいただけま

した。

出雲駐屯地は、２月１６日（日）出雲商工会議所青年部が主催するジョブドリームキッズ㏌いずもに協力しました。

参加した小学生に自衛隊に装備されている器機を使い、捜索・救助・手当・搬送と災害派遣の疑似体験をしてもらいました。

体験をとおして、「人を助けてすごいと思った」「ケガしたとき使えそう」と喜んでいただけました。

▲ 応急処置 ▲ 担架で搬送 ▲ 最後に記念撮影

▲ スコープを使って捜索 ▲ 人命救助システムを使って瓦礫の下から救出 ▲

▲ 記念撮影 ▲ 駐屯地の概況説明

▲ 応急担架体験 ▲ 資料館見学 ▲ 体験喫食
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出 雲 令和２年

第

施
設
直
接
支
援
大
隊

第
１
直
接
支
援
隊

警
務
隊
出
雲
連
絡
班
長

転

出

者

転

入

者

３
等
陸
尉

渡
邉

貴
仁

こ
の
度
、
３
月
16
日
付

で
第

地
区
警
務
隊
出
雲

連
絡
班
長
に
着
任
し
た
渡

邉
３
尉
で
す
。

出
雲
駐
屯
地
で
の
勤
務

は
初
め
て
で
以
前
の
勤
務

地
は
伊
丹
駐
屯
地
と
い
う

こ
と
も
あ
り
生
活
環
境
は

大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
が

実
家
が
岡
山
県
総
社
市
と

い
う
と
こ
ろ
で
異
動
し
て

き
て
初
め
て
周
辺
の
景
色

を
見
た
と
き
は
と
て
も
似

て
い
た
の
で
懐
か
し
い
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

伝
統
あ
る
出
雲
駐
屯
地

で
勤
務
で
き
る
こ
と
を
大

変
光
栄
に
思
い
ま
す
。

初
め
て
の
部
隊
長
と
し

て
の
勤
務
で
は
あ
り
ま
す

が
駐
屯
地
の
警
務
班
長
・

警
務
幕
僚
と
し
て
駐
屯
地

の
特
性
、
部
隊
の
状
況
を

考
え
、
部
内
秩
序
の
維
持

に
寄
与
で
き
る
よ
う
前
向

き
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す

の
で
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の

ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

ま
た
、
部
隊
の
皆
様
と

協
力
し
て
、
一
件
で
も
多

く
の
事
件
、
事
故
の
発
生

を
未
然
に
防
げ
る
よ
う
防

犯
活
動
等
積
極
的
に
実
施

し
て
行
き
ま
す
の
で
、
各

部
隊
の
皆
様
に
は
、
ご
協

力
い
た
だ
く
こ
と
が
多
々

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ

の
際
は
、
ご
協
力
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
部
隊
の
皆
様

か
ら
の
御
相
談
、
防
犯
講

話
等
の
御
依
頼
に
も
積
極

的
に
答
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
御
相
談
、

御
依
頼
あ
り
ま
し
た
ら
、

い
つ
で
も
警
務
隊
ま
で
御

連
絡
お
願
い
致
し
ま
す
。

●
部
隊
長

▽
第
1
直
接
支
援
隊

１
等
陸
尉

上
奥

徹

（
九
州
補
給
処
＝
目
達
原
）

▽
警
務
隊

３
等
陸
尉

高
田

浩
史

（
第

地
区
警
務
隊
＝
福
岡
）

●
幹
部

▽
偵
察
隊

１
等
陸
尉

中
村

稔

（
島
根
地
方
協
力
本
部
＝
島
根
地
本
）

１
等
陸
尉

藪

孝
高

（
教
育
訓
練
研
究
本
部
＝
北
千
歳
）

▽
施
設
隊

１
等
陸
尉

川
本

広
志

（
第
５
施
設
団
本
部
＝
小
郡
）

●
陸
曹
・
陸
士

▽
偵
察
隊

陸
曹
長

加
藤

淳
次

（
自
衛
隊
中
央
病
院
＝
三
宿
）

陸
曹
長

今
井

英
治

（
日
本
原
駐
屯
地
業
務
隊
＝
日
本
原
）

２
等
陸
曹

竹
内

康
一

（
機
甲
教
導
連
隊
＝
駒
門
）

２
等
陸
曹

江
角

健
太
郎

（
中
部
方
面
総
監
部
付
隊
＝
伊
丹
）

陸
士
長

川
上

祐
理

（
自
衛
隊
福
岡
病
院
＝
春
日
）

▽
施
設
隊

陸
曹
長

大
羽

一
彦

（
第
13
施
設
隊
＝
海
田
市
）

２
等
陸
曹

小
出

学

（
第
４
施
設
団
本
部
付
隊
＝
大
久
保
）

２
等
陸
曹

森
本

雅
俊

（
情
報
本
部
＝
美
保
）

２
等
陸
曹

古
畑

貴
士

（
第

施
設
器
材
隊
＝
古
河
）

２
等
陸
曹

山
本

裕
基

（
装
備
実
験
隊
＝
富
士
）

３
等
陸
曹

太
田

晋
太
郎

（
小
平
学
校
＝
小
平
）

▽
基
通
隊

３
等
陸
曹

高
原

正
樹

（
第

基
地
通
信
中
隊
＝
海
田
市
）

▽
防
衛
省
事
務
官
等

行(
一)
２

熊
岡

涼

（
徳
島
駐
屯
地
業
務
隊
＝
徳
島
）

行(

一)

２

野
尻

史
鋭

（
相
馬
原
駐
屯
地
業
務
隊
＝
相
馬
原
）

行(

一)

１

中
島

春
奈

（
中
央
基
地
シ
ス
テ
ム
通
信
隊
＝
市
ヶ
谷
）

行(

一)

１

蓑
原

拓
巳

（
姫
路
駐
屯
地
業
務
隊
＝
姫
路
）

●
部
隊
長

▽
第
1
直
接
支
援
隊

２
等
陸
尉

森

亮
太

（
第

施
設
直
接
支
援
大
隊
＝
大
久
保
）

▽
警
務
隊

３
等
陸
尉

渡
邊

貴
仁

（
第

保
安
警
務
中
隊
＝
伊
丹
）

●
幹
部

▽
偵
察
隊

１
等
陸
尉

石
坂

竜
二

（
第
９
偵
察
隊
＝
弘
前
）

1
等
陸
尉

河
合

萬
里

（
第
２
偵
察
隊
＝
名
寄
）

▽
施
設
隊

３
等
陸
佐

徳
永

勉

（
西
方
総
監
部
＝
健
軍
）

▽
業
務
隊

３
等
陸
佐

岩
永

竜
治

（
関
西
補
給
処
＝
宇
治
）

●
陸
曹
・
陸
士

▽
偵
察
隊

陸
曹
長

加
藤

雄
二

（
群
馬
地
方
協
力
本
部
＝
群
馬
地
本
）

２
等
陸
曹

門
脇

克
未

（
第
６
偵
察
隊
＝
大
和
）

３
等
陸
曹

目
賀

盾
真

（
第
46
普
通
科
連
隊
＝
海
田
市
）

▽
施
設
隊

１
等
陸
曹

板
倉

明

（
第
１
施
設
大
隊
＝
朝
霞
）

２
等
陸
曹

井
川

通

（
第
14
施
設
大
隊
＝
徳
島
）

３
等
陸
曹

舟
木

健
治

（
第
14
施
設
大
隊
＝
徳
島
）

３
等
陸
曹

鳥
越

雄
太

（
第
４
施
設
団
本
部
付
隊
＝
大
久
保
）

３
等
陸
曹

森
田

彪
馬

（
仙
台
病
院
付
＝
仙
台
）

▽
業
務
隊

１
等
陸
曹

引
野

純
生

（
日
本
原
駐
屯
地
業
務
隊
＝
日
本
原
）

▽
防
衛
省
事
務
官
等

行(

一)

２

甲
斐

京
介

（
対
馬
警
備
隊
後
方
支
援
隊
＝
対
馬
）

行(

一)

１

雨
宮

日
向
子

（
施
設
学
校
＝
勝
田
）

行(

一)

１

馬
場

啓
太

（
伊
丹
駐
屯
地
業
務
隊
＝
伊
丹

行(

一)

鐵
本

悠
莉

生年月日 昭和６３年２月２４日

入隊年月日 平成１５年４月１日

出 身 地 佐賀県

趣味・嗜好 釣り

主要部隊歴

平成１５年 少年工科学校 （武山）

平成１９年 武器教導隊 （土浦）

平成２７年 第１０４施設直接支援大隊

第１直接支援中隊 （豊川）

平成２８年 第１０４施設直接支援大隊

第１直接支援中隊

鯖江派遣隊 （鯖江）

平成３０年 第１０４施設

直接支援大隊本部 （大久保）

２
等
陸
尉

森

亮
太

104

生年月日 昭和５７年２月１日

入隊年月日 平成１２年４月１日

出 身 地 岡山県

趣味・嗜好 御朱印集め、映画鑑賞

主要部隊歴
平成１２年 第３特科連隊 （姫路）
平成１８年 第３０４保安中隊 （伊丹）
平成２０年 中部方面警務隊本部 （伊丹）
平成２３年 警務隊本部 （市ヶ谷）
平成２６年 第１３２地区警務隊 （海田市）
平成２９年 第３０４保安警務中隊（伊丹）

132

104

134101312

104304

た
い
と
考
え
る
か
ら
で
す

そ
の
た
め
部
隊
の
力
を

集
結
さ
せ
る
各
人
の
「
思

い
や
り
」
に
よ
り
、
組
織

と
し
て
任
務
を
遂
行
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

駐
屯
地
司
令
を
は
じ
め

各
部
隊
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
引
き
続
き
ご
指

導
・
ご
支
援
の
ほ
ど
お
願

い
致
し
ま
す
。

こ
の
度
、
第
８
代
第

施
設
直
接
支
援
大
隊

１
直
接
支
援
隊
長
に
着

任
し
ま
し
た
森
２
尉
で

す
。
伝
統
あ
る
出
雲
駐

屯
地
で
勤
務
で
き
る
こ

と
を
光
栄
に
思
い
ま
す

着
任
に
あ
た
り
、

「
す
べ
て
は
第
一
線
部

隊
の
た
め
に
」
と
「
思

い
や
り
」
を
要
望
し
ま

し
た
。

我
々
の
整
備
支
援
任

務
が
第
一
線
部
隊
の
任

務
達
成
に
重
大
な
影
響

を
及
ぼ
す
た
め
、
そ
の

重
責
を
自
覚
し
整
備
支

援
を
実
施
し
て
も
ら
い 。

。
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い ず も 令和２年

出雲駐屯地パンフレット

山陰で活躍する
女性自衛官

出
雲
駐
屯
地
の
ツ
イ
ー
ト

が
初
め
て
陸
上
自
衛
隊
公

式
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
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